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第２７９回例会（会員総会） 

       と き：５月１６日（土）１０時３０分～１２時００分 

       ところ：中央電気倶楽部  北区堂島浜２－１－２５ 

   第２８０回例会（ラム肉調理・試食会）  

       と き：予定 １０月の土曜日１０時３０分～１４時００分 

       ところ：こうべ市民福祉交流センター 中央区磯上３－１－３２ 

  

                                    Tukituki River（松沼清司会員） 

                     事務局：〒５５０－０００２ 

大阪市西区江戸堀１－２３－２６ 西八千代ビル 3 階Ｃ 

 電話・ＦＡＸ：（０６）６６０７－２１１２ 

                     http://nzsocietykansai.com E-mail：nzsjk@yahoo.co.jp 

東京オリンピック・パラリンピック等が新型コロナウイルスの影響で残念ながら延期と 

なりました。今後、社会的な混乱が更に拡大し当協会の活動にも影響が出てまいります。 

今年は、協会創立５０周年と役員改選年でもあります。皆様には、改めて更なるご指導・

ご協力をお願い申しあげますとともにご健勝をお祈りいたします。 

 

Pipa’s Song     

 

The year’s at the spring,       And day’s at the morn ;  Morning’s at seven;  

The hill –side’s dew-pearled;  The lark’s on the wing;    The snail’s on the thorn; 

God’s in his heaven-  All right with the world! 

 

 

                                                           (Robert Browning) 

 

http://nzsocietykansai.com/
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行 事 ご 案 内 

 

第２７９回例会（会員総会） 

 

と き：５月１６日（土） 

     １０時３０分～１２時００分 

ところ：中央電気倶楽部  

     北区堂島浜２－１－２５ 

     ０６－６３４５－６８７７ 

 

議件１．２０１９年度事業・決算報告 

  ２．２０２０年度事業計画（５０周年行事含

む）・予算 

  ３．役員改選 

  * 昼食懇親会：今年は行いませんのでご了承

ください。 

出・欠：５月２日（土）までに同封ハガキにてご通知

ください。時節柄無理なご出席は不要で

す。委任状をご利用いただければ幸いで

す。 

          

第２８０回例会（ラム肉調理・試食会） 

 

と き：１０月の土曜日１０時３０分～１４時 

ところ：こうべ市民福祉交流センター 

     中央区磯上通り３－１－３２ 

     ０７８－２７１－５３１０ 

美味しく健康にもよいＮＺ産ラム肉を楽しみ 

ましょう。 

定員：３５名 締切：未定 

参加費：２５００円  

協賛：アンズコ・フーズ（株） 

申し込み：nzskj@yahoo.co.jp 

  ０９０－１９５５－２５６６（松元） 

 

 

 

 

 

 

■ ラグビーワールドカップ 2019 

         オールブラックス 

 

ラグビーワールドカップは、オリンピック、サッ

カーワールドカップと並ぶスポーツイベントです。

第９回大会は、日本で開催され、国内 12会場で行

われました。関西地域では、花園ラグビー場（東

大阪市）とノエビアスタジアム（神戸市）が会場

になりました。ラグビーは通常、試合後 1週間の

インターバルを設けて次の試合をします。このた

め、ラグビーＷ杯の期間は 1か月半と長くなりま

す。予選リーグは５チームずつ４組に分かれて総

当たりで上位２チームが決勝トーナメント（準々

決勝・準決勝・決勝）に進みます。そのため予選

リーグで１か月要し、外国からのファン（サポー

ター）は１か月滞在することになります。更に、

決勝まで進めば２週間必要になります。 

予選リーグＡ組で日本代表チームは、４戦全勝と

なり、３勝１敗のアイルランドと共に準々決勝に

進みました。ニュージーランド（ＮＺ）は、Ｂ組

で１位通過し、この大会で優勝する南アフリカ（２

位通過）と共に準々決勝に進みました。 

日本は皆さんご存知の通り、準々決勝で南アフリ

カに敗れました。ＮＺはアイルランドに勝ち、次

の準決勝でイングランドと対戦しました。イング

ランドのＨＣ（ヘッドコーチ＝【監督】）は前大会

（イングランド大会）で日本を率いたエディー・

ジョーンズです。彼は知将で、あらゆる方法で勝

利を手繰り寄せる人物です。（彼の著書を２冊読ん

だことがありますが、本当に負けず嫌いな性格で

す。）４年前に日本代表チームのＨＣを退いた後、

当時は低迷していたイングランド代表チームＨＣ

に就任し、チームを数年で復活させました。 

 

       （E・ジョーンズ氏） 

＊本年の例会は新型コロナウイスの

影響で開催日などの変更が予想され

ますのでご了承ください。 

mailto:nzskj@yahoo.co.jp


 

（ＮＺ対 南アフリカ） 

準決勝のＮＺ対イングランドの結果は、ＮＺファ

ン・ＮＺ関係者には残念な結果になりました。７

－１９（前半０―１０、後半７―９）でＮＺは、

予想に反して敗れました。イングランドの防御が

良くてプレッシャーが強くＮＺチーム本来のプレ

イが封じられました。雨天の影響もあり、ボール

を何度か落としてしまいました。会場に詰め掛け

たファンの落胆は大きいものでした。 「Ｎever 

Ｗe Doubt」(勝利することを決して疑わない)と

書いた旗を持ったファンも複数見られました。オ

ールブラックス仕様の黒いシャツに身を包んだ大

勢のＮＺファンが声援を送りました。準決勝で敗

れたＮＺですが、次の週の３位決定戦で本来の力

を取り戻しました。もう一つの準決勝で南アフリ

カに１６-１９で惜しくも３位決定戦に回ったウ

ェールズに、ＮＺは４０－１７（前半２８－１０、

後半１２－７）で完勝したのです。【この試合は、

上皇さま・上皇后さまがご観覧されました。】 

９月２１日、Ｂ組予選リーグで、いきなりＮＺは

南アフリカと対戦しました。ラグビー関係者には

これ以上のゲーム（試合）はありません。実力で

は世界の２強なのです。ラグビー強国の長年のラ

イバルの対戦です。ＮＺはオールブラックス、南

アフリカはスプリングボックス（地面を高く跳ね

て走るシカに似た動物）の愛称を持ちます。正に

ゴールデン・ゲームです。ＮＺは２７－１３（前

半１７－３、後半１０－１０）で南アフリカに勝

利しました。当時の世界ランキング（これは実力

を正確に反映できるものではなく、相性があり、

対戦相手によっては反対の結果が出ます。）は、Ｎ

Ｚが２位、南アフリカは４位でした。（大会後は、

南アフリカが１位になりました。）この両チームの

対戦は五分五分の成績です。２０１８年は１勝１

敗で、２０１９年（Ｗ杯前）の対戦は、１６－１

６の引き分けでした。この両チームが予選リーグ

で対戦しました。ＮＺはＷ杯を過去３度、南アフ

リカは２度（第１回、第２回は国の事情で不参加）

手中にしている強豪国です。予選リーグのこの試

合内容が両チームの力をそのまま反映していると

は言えません。それは、決勝まで見通した戦い方

を両チームが考えての一戦だったからです。ここ

でＮＺチームのＷ杯での結果を書いておきます。

第１回（87年）優勝、第 2 回（91年）3位、第 3

回（95年）2位、第 4回（99 年）4位、第 5回（03

年）3位、第 6回（07年）ベスト８、第 7回（11

年）優勝、第 8回（15年）優勝です。 

このＮＺ代表チームを率いたスティーブ・ハンセ

ンＨＣ（ヘッドコーチ）は、この大会後に退任す

ることを表明して臨んでいました。３位決定戦の

試合後のラグビー会場でのインタビユーは、感動

的なものでした。ＮＺのＴＶキャスターからの質

問は次の通りです。「あなたはＷ杯にＨＣとして代

表チームを２度率いた。史上最高のＨＣの一人だ

と言われていますが、どのような経験でしたか。」

しばらく答えられませんでした。少し涙ぐんで声

が出ませんでした。会場を埋めたファンからの大

声援（ＮＺから来日している、オールブラックス

仕様のシャツを着た大勢の人々からの拍手と声援

が会場に響きました。）に、スタンドの方を見て片

手を挙げて応えるのが精一杯でした。「名誉の一言

だ。」この渾身の答えに全てがあります。「サンキ

ューベリーマッチ」（キャスター）「サンクス」（ハ

ンセンＨＣ）。インタビューはそれだけです。そし

て、選手たちが待つ表彰式に向かいました。様々

な感情が込み上げてきたのでしょう。 

私は、ＮＺのラグビーが世界一だと思っています。

強さはもちろんですが、他にも理由があります。

伝統的に北半球の英国（イングランド・スコット

ランド・アイルランド【アイルランド共和国は英

国ではないですが。】・ウェールズ）やジョージア

（グルジア）、南半球の南アフリカはフォワードを

中心とした戦術が得意です。力で押すタイプです。

フランスやイタリアのラテン系の国や南太平洋の



島国（サモア・トンガ・フィジー）、オーストラリ

ア、南米のアルゼンチン、ウルグアイは、バック

スでボールを繋いで得点し、勝負する傾向があり

ます。これは、国民の性格、志向性が強く関係し

ているように思います。 

ＮＺは、この 2つの特徴をどちらも高いレベルで

持ち併せています。フォワードの強さ、バックス

の展開力。それに何より、プレイ（プレー）の創

造性の豊かさです。ラグビーを少し知っている人

なら、この意味は理解できます。これこそがＮＺ 

ラグビ―だと思うのです。1905年に英国遠征をし

た時に、とても強く、戦術が当時のもの（フォワ

ード：ＦＷとバックス：ＢＫとの役割が分かれて

いた）とは違い、ＦＷが、前に進んで相手に当た

るだけではなくて、ＢＫのようにボールをパスし

続けるので、当時の通信社の特派員が電報で、“Ａ

ll Backs”(全員がバックスのようなプレーをする

チームだ)と伝えるつもりが、“Ａll Blacks”と間

違えてしまい、現在のオールブラックスの名称に

なったようです。この時のチームのジャージは水

色だったと思います。当時からのラグビースタイ

ルの伝統が今も受け継がれています。 

また、試合前に行われるウォークライ（ハカ）は

恒例になっています。マオリの血を引く選手の中

から指揮する人が選ばれ、チーム全員の闘志を鼓

舞します。今大会のハカのリーダーは、Ｔ・Ｊ・

ペレナラ（背番号 21番）でした。ジャージからは

み出した肌には、マオリ伝統の入れ墨（タトゥー）

が見えます。他のチームにもタトゥーを入れた選

手がたくさんいましたが、ＮＺやサモア、トンガ

等のポリネシアの選手に特に多く見られます。国

家を斉唱した後、ピッチ（グラウンド）に選手が

広がり、ペレナラが何やら叫び始めます。目を大

きく開き、舌を思い切り出し、手足・全身を動か

し、気持ちを高ぶらせます。これまで長い間、「カ 

マテ」が通常でしたが、今大会では、「カパ オ パ

ンゴ」(黒を纏った集団)が多く披露されました。

３位決定戦は、主将（キャプテン）のキーラン・

リード選手がリーダーになり、「カ マテ」をしま

した。 

「カ マテ」の歌詞の意味は、大体次の通りです。

『私は死ぬ。死ぬ。私は生きる。生きる。見よ、

この勇気ある者を。この洞穴に留まるのではなく、

一歩上に。一歩上に梯子を登る。太陽の光の中へ

立ち上がれ。』このような内容です。Ｗ杯前のテレ

ビの特集でＮＺのラグビー代表（ペレナラ選手だ

と思います。）が、ハカをする意味をインタビュー

で話していました。自分たちのチームだけでなく、

対戦する相手チームに敬意を表す意味もあるそう

です。 

 

（バレット３兄弟） 

ＮＺチームのスタンドオフ（背番号 10番）は、ボ

ーデン・バレットです。ラグビー界の年間最優秀

選手にも選ばれたことがあるスター選手です。彼

には２人の弟がいて、その２人もオールブラック

スのメンバーです。（今大会、ある試合で３兄弟が

全員トライを決め、話題になりました。） 

アイルランドチームは、２つの国・地域の合同チ

ームです。アイルランド共和国と英国の北アイル

ランドが１つの代表チームを作っています。かつ

て英国に統治されたアイルランドが独立し、カト

リック教徒の国のアイルランド共和国を作ろうと

しましたが、プロテスタント教徒が多く住む北東

地域が、英国領に残ることを主張し北アイルラン

ド地域ができました。【1922 年】 （また、北ア

イルランド紛争【1969～1998 年】として、地域内

で長く争いました。現在は、収束しています。）1922

年に分離する前からアイルランドラグビー協会

（1879年創設）として代表チームを持っていたの

で、国・地域が分離した後も１つのチームを組ん

でいます。試合前の旗も２つ掲げられます。国歌

は使用せず、チーム歌を歌います。“アイルランド 

コール”です。「肩と肩を寄せ合う。アイルランド

の叫びをうたう。…」という内容です。２つの国・

地域の選手が互いに肩を組み歌い、観客が合唱し



ます。 

日本でも話題になりましたが、ラグビー競技では、

他の国の人々が代表に入ることができます。その

国の代表ということではなくて、その国のラグビ

ー協会の代表、または、ラグビー仲間の代表とい

う考え方です。親の出身国であることや、３年以

上住み、国内のチームに所属している等があれば

可能です。今後は５年以上になる予定です。しか

し、今のルールでは、一度ある国の代表になれば、

その後、他の国の代表にはなれません。（ラグビー

日本代表になった外国籍の選手は、祖国の代表に

はなれません。祖国の代表になる思いを断ち切っ

て出場したのです。）日本と対戦したスコットラン

ドチームの中にもＮＺ出身の選手がいました。（８

番の選手だったと思います。）他のチームにも多く

のＮＺ出身の選手がいたと思います。逆に、ＮＺ

チームにも、他の国出身のメンバーが入っていた

と思います。 

アイルランド代表チームのＨＣ（監督）ジョー・

シュミットは、ＮＺ人です。彼もこの大会後、チ

ームを退きます。準々決勝で祖国ＮＺに敗れまし

たが、試合後、スタンドから降りて来る時に、多

くのアイルランドサポーターから、肩を軽くたた

かれながら労いの言葉を掛けられていました。

2018年のシックスネイションズ（イングランド・

スコットランド・アイルランド・ウェールズ・フ

ランス・イタリアのラグビー対抗戦）で優勝。そ

の 11 月には、ＮＺオールブラックスにも勝ち、

2019年の 9月に、ウェールズにも勝利し、世界ラ

ンキング 1位に押し上げた名将でした。 

3 位決定戦でＮＺに敗れ、４位になったウェール

ズもラグビー強国です。世界ランキング１位にな

ったこともあります。ただ、ＳＯ（スタンドオフ）

の司令塔、アンスコム選手が負傷のため、直前に

代表を外れたことが痛手となりました。ウェール

ズのサポーターも熱血的です。“レッドドラゴン”

と呼ばれ、イングランドへの対抗心が強いのです。

（この傾向は、スコットランド、アイルランドも

共通です。）赤色のジャージを身に付けます。（イ

ングランドのジャージ【ファースト・ジャージ】

は、白で、赤いバラの刺繍が左胸にあります。）今

回は、準決勝で南アフリカに終了間際のキックで

得点され、惜敗（１６対１９）し、３位決定戦で

は、ＮＺに敗れ、４位になりました。かつて、１

９７０年代に黄金時代を築きました。ＳＯバリ

ー・ジョン、ＳＨガレス・エドワーズ、ＳＯフィ

ル・ベネット、ＦＢJPR・ウィリアムスを擁するチ

ームは伝説となっています。私が学生時代、ベー

スボールマガジン社が出版していた、自伝『真紅

のジャージ ウェールズの名ＳＯバリー・ジョン

物語』と『ガレス・エドワーズ自伝 ウェールズ

の名ＳＨ』を読んだことがあります。 

 

≪追記≫ ＮＺオールブラックスのメンバーから

５人が、今後、日本のラグビー・トップリーグで

プレーします。Ｎｏ．８（ナンバーエイト）キャ

プテンのキーラン・リードはトヨタ自動車で。ロ

ック（背番号４番）ブロデイー・レタリックは、

神戸製鋼でプレーします。 

（貴志康弘） 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

■ ニュージーランド便り 

 

これから数回にわたり客員会員の酒井さんから生

活者の立場からの現地事情を報告していただきま

す。 

＜第１話＞ 

 ニュージーランドとの出会いは 25年前になる。

阪神大震災の前年。当時オランダに住んでいたわ

たしの電話が鳴った。「突然だけれど、ニュージー

ランドに行かない？」神戸の母からだった。 

「え、そんなところに何があるの？」がわたしの

第一声だった。 

 羊のたくさんいる国、以外に予備知識はゼロ。

しかも北半球の端から南の端への移動、である。

オセアニアには行ったことがなく、遠そうだなぁ、

と思ったのをぼんやり覚えている。 

 南島をゆっくり観光したいという母の希望を受

け、国際電話をかけ宿の予約をした。今と大きく

事情が異なり、E メールをするには長い数式のよ



うなものを打ちこんでいた時代だった。もちろん

オンラインでの宿泊予約システムもなかった。面

倒な手続きを踏んだのち、シンガポールで両親と

祖母の３人と落ち合い、やっとニュージーランド

の土を踏んだ。まさか将来、その地がわたしの第

二の故郷になるとは夢にも思わずに。 

 CHRISTCHURCH に長期滞在、というだけのざっく

りとしたプランだった。ゴルフがしたい、と父。

きれいな庭園が見たい、と母。Motel（車で移動す

る旅行者のために、自室の目の前にマイカーが停

められる）という形態の宿に泊まった。車を持っ

ていないのにモーテルに泊まった理由は記憶にな

いが、快適、清潔、機能的と三拍子が揃っていた。 

 だが最初の失敗は、お湯が足りなくなったこと

だった。一部屋ごとにドラム缶のような湯沸かし

器 (Hot water cylinder)が備えられているが、入

っている湯が無くなったら終わり。これを知らず

にいると、シャワーは途中で水になる。私たちの

場合も、最初の一人（筆者）が見事にタンクをす

っからかんにした。長シャワーを浴びているとい

う自覚もなく、突然蛇口から水が出た時は慌てた。

その上、この「不具合」をフロントに訴えたら、

「明日までもうお湯は出ません」。ガスによる瞬間

湯沸かし器に慣れた身には衝撃的だった。 

 今、わが家を訪れたゲストに最初に見せるのが、

このシリンダーだ。熱源は電気だから、湯を沸か

すのに時間がかかることこの上なし。ドラム缶サ

イズ１本で全員のシャワー、食洗機と洗濯機用の

湯をまかなうので、どうかよろしく、とひと言も

添える。 

 皆さんにも、もしモーテルに泊まったら、まず

片っ端から部屋の戸棚（cupboard カボード、と聞

こえる）を開けてタンクを探し、その大きさを確

かめることをお勧めしたい。 

 水といえば、わが家の飲み水は山からの湧水だ。

町から車で 15分の距離なのに、塩素やフッ素など

の入っていないホンモノの水が飲める。もちろん

無料だ。 

 山の上に泉があり、コンコンと湧き出る水を近

所の人と共有パイプで分け合っている。しかしこ

れが、庭に水をまく程度の細いホースなので、木

の葉や枝などの不純物を時々手で取り除かないと、

詰まってしまう。また、生活用水は敷地内の小高

い位置に大きなタンクを置き、雨水をためている。

このタンクはとてつもなく大きい。Life Style 

Block （職業的農場ではなく、そのライフスタイ

ルを楽しみたい人たちが住む「田舎風」エリア）

には、巨大な丸い硬質プラスチックタンクが点在

している。色は黒だったり緑だったり。灰色のコ

ンクリート製もあって、オーナーが腕を振るって

「壁画」を描いたものまで見かける。うちには素

材の違うタンクが３つあり、合計約６万リットル

が溜められる。 

 「雨水使用」ということは、すべてはお天気次

第。日照りが続けばタンクはあれよあれよ、とい

う間に空っぽになる。牧場の草が黄色がかった茶

色に乾いてくると、郊外の道路に水を満載した

Water Tankerが、チャポンチャポンと水を滴らせ

ながら行き来するのを見かけるようになる。この

水は有料で、各家庭で必要に応じて配達を頼み、

家のタンクを補充する。 

 こんなわけで、天気と水の使用量には誰もが敏

感だ。同じホースの水を分け合うので、自分より 

も低い土地に住む人が先にホースを全開すると、 

突然水圧が下がり、水が出なくなることもある。 

街なかに住んでいれば、水道の蛇口をひねると水

はいつでも出るのでこういう「ドラマ」を経験す

ることもない。でも、街を離れると、コミュニテ

ィで連携しながら暮らす姿勢は不可欠だ。 

 

ファームに到着した給水車。北島の北部では１ケ月以上日

照りが続き、大地は茶色に。右端の薄緑の円柱が給水タン

ク。 

 



また、田舎には Long Drop、という汲み取り式

トイレもまだ残っている。海の見える丘に立つ友

人の家がこのタイプだった。しかもドアがない。

「せっかくの景色が見えるように」と友人。母屋

から離れているので、夜は懐中電灯持ってトイレ

に行く。穴がいっぱいになると、蓋をして次の穴

を掘るだけ。徹底的にエコなのは、芝刈りで出た

新鮮な草をためておいて、トイレ使用後はその都

度上からパラパラと撒く。消臭にも良いそうだ。 

 わが家ではさすがに汲み取りは勘弁、と敷地内

の下水処理用にミミズを飼うことにした。ミミズ

といっても、庭で見かけるようなひ弱いものでは

なく、その名も Tiger Worm（虎ミミズ）という、

南島のオタゴからのお取り寄せ品。森林の自然な

サイクルを取り入れた、ナチュラルで安全な下水

処理方法だ。サナダムシをお腹に飼っていたこと

で知られる医学博士、藤田紘一郎さん（寄生虫学）

の著書にも似たようなシステムが紹介されていた

記憶がある。 

 日本にもおがくずなどを使う処理法があるが、

攪拌する手間と、電気を使うため費用がかかる。

「ミミズシステム」は、土地に高低差があれば攪

拌はもちろん、モーターも要らない。開発したの

は地元の小さな企業だ。最終的に滋養豊かな、果

樹園用の「水」になる。 

 もちろん制約もある。市販の塩素入りトイレ掃

除洗剤は使えないし、台所からの排水も、ミミズ

の生育環境（中性から弱アルカリ性）を保つため

に注意と工夫が必要だ。酸性に傾いたときには、

ミミズの「棲み家」にちぎった食パンを入れて pH

を調整する、という応急処置を施す。メーカーも

半年ごとに、ミミズの健康状態チェックにやって

くる。「ミミズ再生水を使うと柑橘類がよく育つよ」

とスタッフ。今年こそはわが家にも果樹園を作り

たいと思い、レモンにしようか？グレープフルー

ツがいいかな？と楽しみながら苗木のショッピン

グリストを作成中だ。 

 毎日の暮らしに欠かせない水。水源からわが家

まで、どこをどう流れて来るのか、家族でどのぐ

らい消費するのか、「排水」をどう完結させるのか。

日々、気を配り、目と手の届く暮らしが気に入っ

ている。 

 

（さかい ケイツみか・WHANGAREI在住） 

 

＊ファンガレイ：オークランドから北へ約１６０ 

 ｋｍ、クルマで２時間少しの亜熱帯の町、 

 人口約 5.2 万人、美しい港がある。City of 100 

  Beaches と呼ばれる。 

 

■ 客 員 会 員 の ご 紹 介 

     Craig ＆ Keiko Rome ご夫妻 

 

２年前に私（中村）が依頼し、客員会員に入会し

ていただきましたロームご夫妻についてご紹介し

ます。ロームご夫妻と知り合いましたのは、私が

奈良の自宅近くの「青山テニス同好会」という会

に入会しており、メンバーに小橋さんという方が

おられ、その娘さん桂子さんの夫が英国のご出身

でＮＺに住んでおられることを知りました。ご夫

妻が帰国された際には一緒にプレーも楽しみまし

た。お二人共スポーツ万能で、私は負かされまし

た。ご夫妻はクライストチャーチで、旅行会社を

経営されています。皆さんがＮＺをご家族や小人

数で旅行されるなら適格なアドバイスがいただけ

ますし、ホームステイもできます。アオラキツア

―・カイコウラのクジラ観察・ワイナリーの見学

等、皆さんのご要望に日本語できめ細かく対応し

ていただけます。詳しくは Cannz toursのウエブ

サイトをご覧ください。 

クレイグさんは、スコットランド生まれ、エジン

バラの高校を卒業後、浪人してヒッチハイクで世

界中を歩かれました。その時ＮＺが気に入ったそ

うです。その後、スコットランドに戻り農業大学

を卒業後の１９７７年にＮＺに永住し農業の仕

事・カフェの経営もされました。次に家族を連れ

て前橋の共愛学園で英語教師をされました。その

後第２の母国ＮＺへ戻り大手旅行会社のガイドを

経て独立されました。 

桂子さんは、２０１０年 12 月にＮＺに留学され、

2か月後にクライストチャーチの地震にも遭遇さ

れています。現在クレイグさんと仕事を共にし活



躍され、また私立病院のシェフもされています。 

２人のお子さんは既に帰国されていますが、その

うち次男さんは剣道の世界選手権のＮＺ代表の腕

前です。客員会員のアレキサンダー・ベネットさ

んが監督で、弟のブレイクさんがコーチだそうで

す。来年、パリの世界選手権に出場されます。 

お二人とも英語と日本語がご堪能（当然ですが）

です。来阪されたら臨時例会でお話を伺いたいと

思います。 

（中村重夫） 

連絡先：CanNZ Tours    info@cannztours.com 

                     

 

（Romeご夫妻） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

■ Do you know them ? 

    ＮＺで活躍する日本人 

 

北島のネルソン在住の宇田幸康・弓子ご夫妻をご

紹介します。ネルソンからは４年前に祝祭合唱団

が来日され当会でも天満教会で例会を開催しまし

た。南島の西北、タスマン湾に面した人口６万人

の町は温暖な気候で英国からリタイアされた人々

も多く住まわれています。幸康さんは、浅草生ま

れで日本・メキシコ政府交換留学第１回生。早稲

田大学アンデス縦断登山隊に参加、コロンビアの

ドスエルマナス山世界初登頂、ボリビアでは時計

輸入会社経営、世界自動車連盟公認のシルクロー

ドラリーの事務局長、世界各地を４駆車で駆け回

るキャメルトリフィーの日本事務局のコーディネ

ーター、鈴鹿Ｆ－１レースにも参画するなどアウ

トドア・アドベンチャー界で活躍していたことも

ある変わり種。弓子さんは日大芸術学部在学中に

戦後の日本を代表する報道写真家、三木淳氏に師

事した写真家でした。ニュージーランドに来られ

たきっかけは、子供たちを自然な環境の中でのび

のびと育てたかったからだそうです。 

 

自然環境を守り自給自足的なライフスタイルのも

と養蜂家として２０年ほど暮らしておられます。

「アピビー」ブランドの創業者でマヌカハニ―を

生産し日本で販売されておられます。会員の皆さ

んはマヌカハニーの効用はよく御存じですが、宇

田さんによればグレイドのＭＧＯ・ＵＭＦなどの

数値は自然に変化したり、人為的に変えることが

できること、またマヌカの含有量が少なくても数

値が高いマヌカとして販売されている蜂蜜がある

ことから数値の表示をしていません。非加熱処理

の酵素をたっぷり含む純度の高いマヌカにこだわ

っているそうです。蜂蜜はブドウ糖と果糖の主成

分に色々なビタミン。ミネラル、酵素からできて

いるので１日に大匙１から２杯をヨーグルトやシ

リアルにかけたりして食べることで健康の維持増

進に役立ちます。宇田さんはミツバチの毒（ビー

ベノム）を使った蜂針治療をするために蜂を飼い

はじめたのがこの世界に入ったきっかけだったそ

うです。ＡｐＢｅｅは Alternative Practice Bee

を略したもので「みつばち代替治療」という意味

を込めているそうです。ＡｐＢｅｅの商品は、オ

ークランド空港や日本ではアピビーセレクト 

ＡｐＢｅｅ－Select-https://shop.apbee.com/で

購入できます。 

 

 

（宇田ご夫妻） 

 



 

■ 第２７７回例会報告（柿狩り） 

 

１１月１６日、素晴らしい秋晴れの下、日本ニュ

ージーランド協会（関西）の年間三大イベントの

一つである柿狩りが奈良県西吉野の太津さんの柿

農園で実施されました。ご参加予定だった方々の

中で、長女さんに初孫がお生まれになる予定日と

重なったとか、仕事上の説明会を実施しなければ

ならない等、やむを得ず不参加になるという方が

多く２０名の参加となりました。しかし元気な小

学生や初参加になる方々もあり例年より少ないと

いう印象は無くにぎやかな例会となりました。 

昨年は台風の為に大きなダメージを受けたビニー

ルハウスがあり心を痛めましたが、今年はそれが

真新しいハウスとなって迎えてくれました。太津

さんには大きな痛手で有ったそうですが、私ども

を心から温かく迎えて下さいました。 

お目当ての柿は少し完熟が遅れているとのことで

したが素晴らしい柿、柿、柿がたわわに実ってい

る中で太津さんの「よく熟れているのを自由に取

ってよ！」という大きな声に押されて各自が心置

きなく選ばせて頂いた至福の時でした。その場で

はそれなりに大きい柿と思っていましたが自宅で

並べると改めてその大きさに驚きました。因みに

一番大きな柿を計ってみましたら何と４００ｇ近

くあるではありませんか！ そのような他に無い

素晴らしい柿を自由に選ばせて下さる太津さんに

改めて感謝する次第です。 

柿狩りの後、太津さんのご自宅の見晴らしの良い

部屋で各自持参の昼食となりました。そこから見

る景色は緑と赤が織りなす秋の盛りの絵葉書模様

で皆見とれていました。 

尚、今回会員の車に乗り切れずに、一部の方がタ

クシーを使用せざるを得なくなり多大の出費をさ

れました。次回は全員が同じ条件になるように一

考を要します。 

（松元曻） 

参加者：松沼清司・伊藤美登利・富永みちよ・三浦治郎・

鈴木博昭・鈴木敏裕・藤野紀子・林進・山内龍男 

林園子・林弘子・山野敏子・牟田いつ子・山下誠二 

塙幸子・塙克美・山田輝子・佐原有香・松元美智子 

松元曻 

 

（太津さんの農園） 

 

■ 第２７８回例会報告（クリスマス） 

 

恒例のクリスマス例会は、神戸倶楽部で１２月１

１日にゲストを含め３５名の参加をいただき開催

しました。松元副会長の司会のもと石井会長の挨

拶から始まりました。最初に神戸マリンバソサエ

ティ（宮本慶子氏主宰 創立１９６２年・マリン

バの魅力を伝えるための定期公演・出張公演・教

室運営）の山本葉菜子さん・小松加奈さんのお二

人に演奏していただきました。皆さん軽やかなマ

リンバの音色を楽しまれました。ユーチューブで

彼女たちの演奏を楽しむことができますのでご覧

ください。美味しい食事の後は、クイズ・ビンゴ

ゲームで盛り上がりました。 

２０１９年は川瀬初代会長がご逝去され２０年と

なりましたので、参加者からの近況報告時に川瀬

氏の想い出を藤村さん（川瀬氏長女）をはじめ生

前をご存知の方から語っていただきました。日本

とニュージーランドの草の根交流の礎を築かれた

こと、クライストチャーチで開催されたジャパン

フェスティバルの概況、現地でご逝去された時の

様子等を伺いました。また、１９９５年（創立２

５周年）に発行された「Dr.Kawase が語る新地欒

土（ニュージーランド）あれやこれや」・１９９９

年発行の「New Zealand Society of Japanの誕生」

を会場で展示しました。プゼント交換・バザーも

盛況でした。きよしこの夜・ポカレカレアナの合



唱後、柳田名誉会長の閉会挨拶で例会は終了しま

した。 

                 （石井久行） 

 

参加者：貝原由美・平戸ヨウ子・津村政美・吉田多津子  

木嶋征久子・難波やす子・森川和子・松元美智子 

山野敏子・迫キミ子・西原博子・牟田イツ子・興津芳子 

加藤賀子・宮下嘉子・柳田勘次・藤村琇子・正木紀通 

松元曻・谷川紗季・中村重夫・石井久行・林進・塙幸子 

アンセスヘスス・牧初代・竹内遙香・山下明・三浦治郎 

林園子・林弘子・山本葉菜子・小松加奈・山下美智子 

山下誠二 

 

   （クリスマス例会） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

■ オーストラリア・デーに参加して 

 

ニュージーランドの隣国として歴史的・社会的に

緊密な関係をもつオーストラリアを知る良い機会

として関西日豪協会主催の「オーストラリア・デ

ー」祝賀会（1 月 29 日・リーガロイヤルホテル）

に臨時例会として合流しました。当協会会員と友

人（クリスマス例会のマリンバ奏者のお二人を含

め）1６名が参加しました。会場には約７０名が

参加されオーストラリアの建国を祝いました。本

国では各地でパレード・花火大会・コンサート・

ビーチパーティ等多彩な行事が行われます。一方、

近年オーストラリアでは最初の移民船がシドニ―

湾に上陸した日、１７８８年１月２６日を建国記

念日（オーストラリア・デー）として祝うことを

批判する声もあります。しかし、多民族国家とし

ての融合を確認する日として意義ある記念日とし

て強く支持する人々が大半です。祝賀会は国歌

「Advance Australia Fair」合唱から始まりその

後、テレマン・アンサンブルのコンサートを楽し

みました。 

 

次に会場を移して懇親会が行われました。瀬戸口

会長の日豪関係についてのご挨拶・来賓のディビ

ッド・ローソン総領事（高校時代に茨城県で過ご

された）の流暢な日本語でのご挨拶・関西担当の

山本条太大使の乾杯の音頭がありました。皆さん

はスピーチの中で昨年秋からの大火災に言及され

ました。受付には、義援金箱が置かれていました。

総領事は、自衛隊の緊急派遣に対し謝意述べられ

ましたが、個人的には日本からもっと多くの人の

派遣があっても良いのではないかと思いました。

美味しいオーストラリアの料理とワインを楽しみ

ながら会員は、初対面の方々にニュージーランド

の魅力をアピールされていました。残念ながら現

在大阪にはニュージーランドの領事館がなく羨ま

しく思いました。将来、ニュージーランドと関西

の交流が活発になり再び領事館が設置されること

を期待します。          （石井久行） 

 

参加者：堀江敏樹・堀江悦子・藤野紀子・水谷訓子 

閑田弘子・林進・アンセルヘスス・山下明・山下誠二 

中村重夫・井上佳久・山本葉菜子・小松加奈・分領国治 

平瀬拓也・宮崎恵子・石井久行 

 

■ お 願 い 

 会報への寄稿、運営・行事へのご提案など 

 をお待ちしています。 


